第１８回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　　９月　２２日（木）　　　午後　　２時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後　　２時３０分
開会場所　　教育委員会室

出席者
　　委員　　別府明雄
　　委員　　今井英彦
　　委員　　谷田　泰
　　委員　　本　山　千惠子
　　委員　　北川容子
出席事務局職員

　　事務局次長　　浅島和夫　　　　庶務課長　　矢嶋吉雄
　　学務係長　　土屋義彦　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　中川修一　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　学校地域連携担当課長　　大澤宣仁　　　　中央図書館長　　近藤直樹
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午後　　２時００分　開会

委員長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第１８回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長が遅れて参りますので、その間、土屋学務係長、中島生涯学習課長、中川指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により北川委員にお願いいたします。

　本日の委員会は、２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○報告事項

１．学校ヘリサインの表示について
　　　　　　　　　　　　　　　　（資料新―１）（新しい学校づくり担当課）

委員長　　それでは、報告事項を聴取いたします。報告１「学校ヘリサインの表示について」です。新しい学校づくり担当課長から報告してください。

新しい学校づくり担当課長　　それでは、学校ヘリサインの表示について、ご説明申し上げます。

　資料新―１をご覧ください。
　まず、学校ヘリサインにつきましては、これまで改築工事や大規模改修等に併せまして、屋上等にヘリサインの表示を行ってきたところでございます。今年度までに９校、それから平成２７年度末までに２７校で予定されております。
　学校ヘリサインにつきましては、大規模災害時に他県等からの応援のヘリコプター部隊が活動する際、上空から場所の特定をいち早く行えるということで、建物の屋上等に施設名の文字表示を行うものでございます。これは、９都県市会議における申し合わせ、さらには、東京消防庁から推進のお願いを受けているところでございます。
　今般、平成２３年９月６日開催の第２０回災害対策本部会議におきまして、今年度中に区立の小・中学校にヘリサイン表示を行うことを盛り込みます「東日本大震災に関する板橋区の基本方針に基づく実施計画第三次」を決定いたしました。この当該基準につきましては、第３回定例会におけます第２号補正予算に計上するということになっております。
　教育委員会では、災害対策本部の事務局であります危機管理室から、執行委任におきまして、契約事務及びヘリサインの表示対象校との調整を担うこととなっております。
　資料の裏面をご覧ください。別紙１と書いているところです。

　「ヘリサイン表示対応一覧」と書いてございます。左側に「１、平成２３年度震災対応対象校」と記載しております。小学校が、縦に３１校、中学校が１５校。これらが今回の震災対応におきますヘリサイン表示の対象校となります。
　その他、右側ですけれども、２番、小学校１５校、中学校が８校並んでおりますが、こちらにつきましては大規模改修工事等における表示校です。予定の学校も含めてございます。
　この「未定」とあります未定校、あるいは平成２４年度以降の学校につきましては今回の対象から外しております。
　３番が非表示校。７校記載してありますけれども、こちらは、例えば１番の蓮根小学校と蓮根第二小学校というように、隣接校が表示する場合につきましては、その一方の学校については表示をいたしません。
　別紙２が、ヘリサインの表示例となっております。２文字から５文字ということで、この文字の大きさや文字間隔は、一定程度、９都県市の会議における部分でも申し合わせがされている文字の大きさ等になっております。
　最終ページですけれども、別紙２の裏面になります。

　こちらは実際に表示されております志村第六小学校の航空写真になっております。イメージとして、参考としてご覧いただければと思います。
　学校ヘリサインの表示につきましての説明は以上でございますが、このほか、避難所となったときのために、学校体育館等に地デジ等のアンテナを設置するというものも今回の補正予算には盛り込まれております。こちらにつきましては危機管理室で対応するということになっております。
　説明は、以上です。
委員長　　質疑、意見等がありましたらご発言ください。
谷田委員　　併設校があるときは表示しないというのは、どういう理由ですか。

新しい学校づくり担当課長　　一方の学校が表示できれば、概ねその地域が特定できるだろうという考えのもと、教育委員会も相談を受けたんですけれども、危機管理室でそのような考えのもと、並んでいる隣接校には両校表示する必要はないのではないかということで今回は除いております。

委員長　　多分予算に絡むと思いますけれども。要するに、他県のヘリが来て、今どこにいるかというのは、どちらかに書いてあれば分かると。
　例えば、蓮根小学校に物資を落としてほしいというときに「蓮根小学校」が書いてないと、どこなのか探すことになってしまうから書いた方がいいのではないかという気もします。
谷田委員　　もう一ついいですか。この「緑小」のような２文字から、「上板橋一中」のような５文字まであって、大分取る広さが違うと思うのですけれども、屋上をこのヘリサインのために広く使うことのデメリットは何かあるのですか。

新しい学校づくり担当課長　　今回、航空写真を参考でおつけしたのですけれども、対象となる学校につきましては、全ての学校の航空写真をインターネットから引いてお渡しすることにしております。概ねこちらの机上の計算上で表示ができるのではないかというところを指定しまして、各学校においてその確認をしていただいております。
　特に、大規模改修、改築等をした学校につきましては、屋上緑化であったり、かなり屋上のスペースが限られて、太陽光発電を乗せたりとか、かなり厳しい状況もございます。

　限られたスペースではありますけれども、５文字の部分を２段にして表示するということも現実的には都内には例があるということで、消防署等にも確認はとれておりますので、場合にはよっては、そういう工夫もしていきたいと思います。

教育長　　この志村六小の航空写真で見ていただくと分かるのですが、今、ほとんど屋上は空調機の室外機置き場に使ってしまっているので、一般の子供たちは入らないようにという指導になっています。

　あとは、こういうふうに使ってしまいますと、確かに太陽光発電なんかの器具をつけるときに場所がないとかというデメリットは出てくるんですけれども、これについては、そんなに影響は出てこないかなと。
委員長　　ほかにございますでしょうか。１校幾らぐらいかかるのか分かりませんけれども、平成２７年度を待たずにどんどんやってしまえばいいような気もしますけれども、多分予算の絡みだと思いますが。

　それでは、よろしいでしょうか。
　では、次に、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

庶務課長　　私から、３点報告を申し上げます。

　１つは、夏場の節電のことです。７月から３カ月間の予定で節電に取り組んでまいりましたけれども、９月に入りまして、大規模事業者への電気の規制が解除されましたので、それに伴いまして、学校の施設利用の部分で輪番休館していた部分を９月１２日以降は廃止することにして対応しております。

　区全体でも、色々、施設の利用制限をかけていたところについての措置を解除しておりますので、そういった措置に基づくものでございます。

　ただし、日常の生活の中で節電するという心構えですとか、大きな影響を及ぼさない範囲での節電については今後も続けていくということでございますので、引き続き、学校、区役所などにおいても、節電の取り組みは続けていく予定でございます。それが１点目でございます。

　それから、２点目は、放射線の関係ですけれども、一度、６月から７月にかけて全ての小・中学校、幼稚園、区内の私立幼稚園、保育園でも線量を測りましたが、１０月にもう一度測る予定をしております。
　これは測定値の経過を見ていくことが必要であると考えておりますし、それから、保護者の方から、その後また測ってもらえないのかというご要望もありますので、１０月にもう一度測ることを予定しております。

　それと、給食の食材についてですけれども、これについても測定をしてほしいといった要望が出ております。これまで、基本的にはしっかり検査済みのものが市場に流通しているということで、安全・安心であるという前提でございますけれども、幾つかのサンプルをとって食材の放射能の測定を行う方向で今検討しております。

　そういったことについて、区としては今後、放射線に対応する考え方をまとめまして、区の方針として打ち出すことを予定しておりますけれども、今お話しした内容で教育委員会では対応していきたいということになっております。

　それから、３点目でございます。
　昨日の台風１５号の影響ですけれども、昨日の午後、特に暴風圏に入るということで予想されておりまして、学校の対応としましては午後を休校にする。具体的には、教育活動は、給食を食べた後にただちに下校するといった対応をとりました。
　それによって、児童・生徒への直接的な被害というか、けが等の発生はございませんでしたけれども、大風によって、幾つか学校の施設に若干の影響が出ている。それに対して対応しているところでございます。
　詳細については、新しい学校づくり担当課長からお話しします。

新しい学校づくり担当課長　　それでは、学校の被害状況についてです。
　机上に本日お配りさせていただきました樹木の状況につきまして、本日の朝９時５５分現在という資料になってございます。
　今回、特に東京につきましては雨より風の被害がかなり多く出ておりまして、記載のとおり、学校の樹木の傾き、倒木につきましては９校で報告を受けております。中には、実際に倒木して正門を塞いでしまったり、あるいは電線にもたれかかって少々危険な状況というのもございました。

　実は、学校施設だけではなく、区内の公園等でも起こっておりまして、車に木が乗りかかってしまったりとか様々な被害が出ております。

　私どもとしては、みどりと公園課と連携しながら、その危険度を考えながら、危険度の高いものから順に処置をしていっていただいているような状況でございます。

　なお、各学校につきまして、安全配慮につきましては、こちらからもお願いして配慮していただいております。特に、板橋第十小学校につきましては通学路に若干木が覆いかぶさって塞ぐような形でしたので、通学経路を道１本迂回してもらうようにするとか、そういった配慮もしているところでございます。

　運動会も近いということで、今、学校は相当忙しい状況ですけれども、みどりと公園課でも、業者にもフル回転していただいて、倒れた木などについて取り除く作業ですとか、安全確保の作業を現在も続けていただいている状況でございます。

　以上です。

委員長　　以上、３点を含めまして、質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。
本山委員　　この倒木なのですけれども、板橋第十小学校も２３日が運動会ですよね。

新しい学校づくり担当課長　　そうです。本日も私は現場に行ってきたんですけれども、朝かなり練習をしておりました。

教育長　　ここは、もう処理できているんですか。

新しい学校づくり担当課長　　ただ、全ていっていない状況もあります。倒木につきましては優先的にという形になろうかと思いますけれども、優先順位を決めて対応させていただいています。

委員長　　これだけ見ると、どれが危険か何かよく分からないんで、その辺は判断してやっていただければいいかと思います。

本山委員　　あとは、夏の節電ですけれども、どれぐらい節電できたかという結果は、まだ。

庶務課長　　その集計はまだこれからということにはなりますけれども、７月と８月の節電実績が出ていまして、小・中学校７６施設においては、７月の節電の実績率がマイナス２５％、８月に入っては３１．１％でございました。
谷田委員　　頑張っていますね。
委員長　　前年比ですよね。
庶務課長　　そうです。昨年のピーク電力と比べて、今年度のピーク電力がそういう状況であったと。
谷田委員　　使った量とは、また別ですよね。
庶務課長　　ただ、電気の使用料そのものも検針の結果が出てきますので、それはまとめて集計をした上でお示ししたいと思います。
谷田委員　　それで浮いた使用料の残高を学校に返したらいいんですよ。
本山委員　　そうですね。
谷田委員　　台風関連で、生徒・児童は無事だったということですけれども、先生たちは結構お帰りが大変だったりとか。その辺は大丈夫だったんですか。
指導室長　　学校によっては、年休を取らせて早目に帰しました。
委員長　　年休を取らせて帰すんですか、そのまま帰るのではなくて。
指導室長　　勤務時間ですから。
今井委員　　民間は帰宅命令ですよね。
教育長　　そこは、東京都はすごく厳しいですね。
教育長　　昨日は、三田線が復旧したのが、すごく遅かったですからね。
本山委員　　そうだったんですか。
委員長　　東上線はもう７時半ごろに動いていました。
本山委員　　７時１５分ですか、かなり早かったですね。

教育長　　三田線は８時ごろでしたね。
中央図書館長　　よろしいですか、報告です。
　今の台風の被害状況で、区立図書館ですが、通常どおり夜８時までいずれも開館しておりました。

　ただし、雨漏りがありまして、氷川図書館と小茂根図書館で雨漏りが発生しております。原因の調査と補修については、こちらで、今、業者とやっております。

　それから、小豆沢一丁目周辺で停電が起きていまして、志村図書館、志村地域センターも同じ現象が起きておりまして、東京電力に確認しましたら、３時４５分から５時１５分にかけて３回、いずれも二、三分という短時間でしたので運営に影響はございませんでしたけれども、そういったことがございました。

　中央の場合、４時の段階で館内巡回しましたら、１００人以上の来館者がいらっしゃいましたけれども、最後の閉館間際では２０名ぐらいでした。

　ただ、３階の閲覧席に中学生の女の子が５人いて勉強していたんだと思いますけれども、職員が確認したら、そのうちのお一人のお子さんが、「お父さんが迎えに来るから、そこで勉強していなさい」というお話になったようで、無事帰っていきましたけれども、そういった状況でございました。

学校地域連携担当課長　　あいキッズの、昨日の台風の状況ですけれども、あいキッズは、学校で当然お預かりしたのですが、全部預かりまして、お迎えを要請しました。
　一番最後が常盤台小学校の学童クラブで、最終引き渡しが９時４５分でございました。その次が、加賀の９時。それから、板橋第九小学校の８時４０分という状況でございました。
　また、一般登録のお子さまも、学校からお家に帰っても誰もいないというお子さまの場合には、学校から要請があった場合には、「あいキッズ」で一般登録の場合も、昨日はお預かりさせていただきました。特に大きな被害もなく、無事、引き渡しが終了いたしました。
生涯学習課長　　生涯学習課では、社会教育会館が２つございまして、講座は、あらかじめ夜と午後については中止ということで措置をとらせていただきました。午前中はやっておりました。

　あとは、一般で、子供たちが遊びにきているんですけれども、これについては「危ないので、そろそろ帰りなさい」という指導をしたということでございます。大きな混乱はございませんでした。

　あとは、大原社会教育会館につきまして、どういうわけか、３階ではなくて２階から雨漏りしたという報告を受けております。現状、なぜ、そこから雨漏りがしたかということについて調べているところでございます。

　以上でございます。
委員長　　多分、屋上からのドレインがずっと壁の中を通っていて、途中で漏れたのではないですか。
　他にございますでしょうか。

本山委員　　これの関連ではなくて、よろしいですか。

委員長　　関連でなくても、どうぞ。

本山委員　　小・中学生の行方不明者が都内でも昨年の７倍になっていると、東京都社会福祉協議会で出している「福祉広報」で見たんですけれども、板橋区でも行方不明児童はそんなに増えているのでしょうか。次回までで結構でございますが。

学務係長　　小・中学生の行方不明という、その定義が難しくて。
本山委員　　行方不明ではなくて、居所不明でした。親御さんも含めて。
学務係長　　居所不明ですね。居所不明については、去年あたりから国からも言われていて、たしか、どこかの新聞社が一番最初に問題提起したんです。要は、就学年齢になっても学校にもどこにも入らずに、全然どこの自治体にも入っていないという子供がいてということです。
　毎年、学校基本調査でそういった居所不明を記入する欄がありまして、それについて、大体それぞれの自治体ごとに何人ぐらいいるかということで出しているんですけれども、それの捉え方が、各自治体によってそれぞれ違った考え方で記入していたので、非常にばらつきがあったんです。
　それを、新聞社で、そんなに差があるのはおかしいということで、何かキャンペーンか何かを張った。それをもとにして、文部科学省から、今年の学校基本調査からは、これこれこういう定義できちんとやるようにということで改めてきまして、それが、間もなく居所不明の、今までも本当はそうならなければいけなかったんですけれども、全国でそれぞれの自治体ごとの色んな考え方で計上していった数が、今度は改めてこういう考え方でやりなさいということで出たもので、間もなく出ると思うので。
本山委員　　「東京都も昨年の７倍」と書いてあったんですけれども。
学務係長　　学校でも、入ったお子さんが、ＤＶの関係で、普通ですと転校となるともとの学校の在学証明書を持って新しいところに行って、それに伴って色んなほかの指導要領とか、そういったものも送ってということで手続をとるんですけれども、最近、非常に多いのはＤＶの関係です。

　これによって、正式な手続を踏まないで、要は、そこで引き継ぎをしないで行くという例が結構あるんです。それを「行方不明」と言っているのか。

　あと、最近多いのは、外国籍の子です。そうなると、実は、この前の震災などもそうですけれども、黙ってそのまま、何も学校にも連絡をしない、教育委員会にも連絡をしないで、帰国してしまうのか、どこかへそ行ってしまうというのがあったのです。そういうのも含めてなのか。

　ただ、日本人で、日本の国籍を持っていて普通にどこかへ行くとなると、必ず、大抵行った先の学校から「こういうお子さんが来ました」とか、何かしらの連絡があるんですけれども、７倍の行方不明者というのは、私も今聞いて、そんなに・・・、行方不明は大体押さえているんですけれども。

　公式的に聞かれると、「それは、もう言えません」ということで言っていますので。ただ、その子が本当はどこに行っているかというのは押さえている例もあるんですけれども、本当の意味での行方不明が７倍というのは、今聞いて・・。小・中学生が行方不明というのは、そんなに多くはないんです。

本山委員　　調査の結果がもうじき出るということで、確実な数字が。
学務係長　　そうです。「居所不明者」ということで、去年あたりも結構、新聞とかの報道でされたものです。要は、その前提になるのは、一人高齢者がずっとそのまま。足立区か何かでありましたよね、あれと同じようなことが子供にもあるのではないかという。

　どこにも、学校にも行かせずに家の中にそのままいるとか、何か事件性があるのではないか。そういうのと同じ観点で小・中の、特に新小学校１年生の居所不明が多いのではないかということでやったんですけれども。
委員長　　よろしいですか、とりあえず。ほかにはございますでしょうか。
教育長　　では、皆さんの机上に置いてありますけれども、先日、板橋区立中学校ＰＴＡ連合会の役員の方が見えまして、来年度分の教育委員会に対する予算の要望書を持ってきていただきました。少し、お話をさせていただきました。
　教育対策委員会というところで大分勉強されていまして、この辺をもう少しきちんと力を入れてほしいという要望が、かなり整理されて出されてきていると思いました。

　ただ、来年度の予算編成については大変厳しい状況があるものですから、その辺のお話もさせていただいたところです。正式には文書で回答するようになると思います。参考にお読みいただければと。余り的外れな要望はないと思いますけれども、できればいいなと思うのですけれども、なかなか難しいという要望が多いです。

本山委員　　今の６番のところで、土曜授業再開について触れておられますけれども、このＰＴＡ連合会としては、土曜授業が望ましいと考えていらっしゃるのでしょうか。ヒアリングをしてくださいということですけれども。
教育長　　その辺も質問したんですけれども、連合会として結論は出ていないという、両方に意見が割れているという実態があるようです。

　この土曜日授業検討委員会は指導室を中心にやっていただいていますけれども、この中にも中Ｐ連なり小Ｐ連の役員が入っていますので、そこでも同じように意見が割れています、賛否両論ですという意見で、ここでもそういうご回答でした。
本山委員　　もう一回、同じ質問項目ですけれども、「土曜授業再開について、広く保護者・生徒からのヒアリングの実施をお願いします」と書いてあるんですが、これは、先生方は含まれていないのでしょうか。教職員の意見はどうなるのでしょうか。
指導室長　　今、お話しいただいた土曜日検討委員会の委員の中には、小・中の校長会、それから小・中の副校長会の代表の方がいらしていますので、教員の意見、声といったものはそこからとれるという形で。ただ、ヒアリングという形までは広げていないですけれども。
本山委員　　もし、ヒアリングをするのだったら、保護者と生徒だけではなくて、先生方からも聞いていただいた方がいいですよね。
教育長　　今のところ、個々のヒアリングという形ではする予定はないんです。
本山委員　　そうですか。
教育長　　検討会の中で、各階層から出てきていただいて、かなり論議をフリーにしていただいていますので、その中で出てくると思っています。

委員長　　とりあえずご覧いただいて、また何かあれば後日お話しさせていただきたいと思います。

　ほかに報告事項がある方はいらっしゃいませんでしょうか。特になければ、以上をもちまして、本日の教育委員会は終了いたします。

　傍聴の方は退席願います。なお、これから、教育委員と事務局打合せ会を行いますので、委員と職員の方はお残りください。

午後　　２時　３０分　閉会
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